
災害医療センターの
教育体制について



看護部教育の基盤となるもの

望ましい看護師像

看護部の教育理念

『変化に柔軟で、自分自身に挑戦し続ける自律した看護師』
洞察力・アセスメント力・応用力・知識・技術を持ち、変化する社会、
医療に適応し、あらゆる対象者に安心と満足を保障した看護を提供する。
そのためには、自らキャリアビジョンを描き、学習を継続していくことが
重要である。

1．独立行政法人 国立病院機構災害医療センターの理念、機能、看護部の理念に
基づき、『変化に柔軟で、自分自身に挑戦し続ける自律した看護師』の育成を
目指します。

2．専門職業人としての成長・発達を支援し、知識と実践が統合できる
  教育的環境を提供します。



看護部教育の基盤となるもの

看護部教育目標

病院の機能、看護部の理念・基本方針、望ましい看護師像を踏まえ、
教育目標は、次の6項目としています。

1) 安心と満足を保障した看護を提供できる看護職員を育成する。
2) 高い倫理観を持つ看護職員を育成する。
3) 変化する社会、医療において、あらゆる場面でリーダーシップを発揮できる

 看護師を育成する。
4) 災害時に医療活動できる看護師を育成する。
5) がん看護、クリティカル看護等、看護の専門性を追求する看護師を育成する。
6) 臨床・災害に関する研究的取り組みができる看護師を育成する。



キャリアラダー

レベルⅠ ・看護実践に必要な基本的能力を修得する

レベルⅤ ・専門性の発揮、管理・教育的モデル
となり、研究的に取り組む

レベルⅣ ・後輩の学習を支援する
・チームリーダーとしての役割行動がとれる

レベルⅢ ・個別性を重視した看護を実践する
・看護実践者として、後輩に支援的役割を果たせる

レベルⅡ ・根拠に基づいた看護を実践する
・後輩と共に学習する

レベルⅠ：副看護師長

幹部看護師任用候補者選考

レベルⅡ：看護師長

レベルⅢ：副看護部長

レベルⅣ：看護部長 看
護
管
理
者

能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

看
護
職
員
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

当院のキャリアラダーは国立病院機構
看護職員能力開発プログラム ACTYナースVer.2

を基盤として作成しています。

看護管理者になるため
の研修や試験です。



看護職員能力開発プログラム （ACTyナース）に
当院の三本柱（災害看護、クリティカルケア、がん看護）を
加えたラダー別の令和7年度研修プログラム

看護部　令和7年度教育計画　

Ⅴ
後
期

Ⅴ
前
期

Ⅳ

10月
クリティカルⅣ
・呼吸状態のアセスメン
ト
・症例検討

6月
がん看護Ⅳ
・意思決定支援
・家族ケア

12月
感染対策Ⅳ
・新興感染症
・災害時に留意すべき
感染症
・アウトブレイクを防ぐ
ゾーニング

11月
医療安全Ⅳ
・RCA

11月
地域連携
・病院と地域との
連携

Ⅲ

9月
クリティカルケア
Ⅲ
・様々な呼吸ケア

7月
がん看護Ⅲ
・薬物療法
・放射線療法

11月
災害看護Ⅲ
・自部署の
CSCATTT
・発災時の初動
体制

6月
感染対策Ⅲ（リー

ダーシップと抱合せ）
・アウトブレイクを防ぐ
ベッドコントロールや
ゾーニング

9月
医療安全Ⅲ
・TeamSTEPPS

5月
倫理Ⅲ
・身体拘束最
少化

7月
クリティカルケア
Ⅱ①
・人工呼吸器の基本
・トラブルシューティング

11月
クリティカルケア
Ⅱ②
・NPPV
・HFNC

静脈注射
ステップ2

5月
倫理Ⅰ①
・倫理の基本
・看護職の倫
理綱領
・四分割法

9月
倫理Ⅰ②
・高齢者看護
・身体拘束減
少

5月
重症度、医療・
看護必要度

新採用者オリ
・診療の概要と機
能
・コメディカル等の
紹介

新採用者オリ
SPDについて

クリティカル がん看護 災害看護

災害看護 感染管理 医療安全 多職種連携 役割 コミットメント 看護 マネジメント 経営 自己教育 指導・育成 看護研究 役割別

A
C
T
ｙ

Ⅵ　臨床看護
研究ができる
能力を有し、看
護を創造する

Ⅴ後輩育成
Ⅰ　高度な専門
知識・技術

3本柱
役割別 希望者 全看護師

Ⅳ　病院経営に参画でき、
看護マネジメントができる

Ⅴ　後輩と共に学び合
い、

自律した看護職になる

Ⅲ　多職種と協働し、看護
の役割を発揮する

新採用者オリ
・臨床倫理

看護実践 倫理観

Ⅰ　高度な専門知識・技術を有し、主体的に実践できる
Ⅱ　高い倫理観に

基づいた、質の高い
看護が提供できる

4月
社会人基礎力
・社会人基礎力とは

・社会人基礎力の必要性

7月、2月
社会人基礎力 フォローアップ
①②
・社会人基礎力の評価

7月
10月
2月
リフレク
ション①～
③

2月
後輩支援
（リフレクショ
ンとの抱合
せ）
・後輩や学生
への配慮

9月
レポート
の書き方/
文献検索

静脈注射
ステップ１
（レベルⅠ必須
研修と兼ねる）

8月
倫理Ⅱ
・日頃の倫理的問題を考える

Ⅰ

4月
・接遇・看護記録、・移動・
移送
・排尿ケア・褥瘡予防ケア

・点滴管理

5月
採血/輸液ポンプ・シリン
ジポンプ
12月
静脈注射（静脈注射ス
テップ1を兼ねる）

9月
急変時対応
Ⅰ
・一次救命
・AED

6月
クリティカルケア
Ⅰ
・問診・視診・触診・打
診・聴診

・バイタルサインの理解
・酸素デバイスの種類

11月
がん看護Ⅰ
・がん看護概要（が
ん政策、がん拠点
病院の役割、利用
できる社会資源）

7月
災害看護Ⅰ
・当院の役割
・立川広域防災
基地
・消火活動
9月または1月
・災害訓練の参
加

4月
感染対策Ⅰ
・感染予防策の基本
・標準予防策の種類や
具体策

4月
医療安全Ⅰ
・医療安全の基本
・当院の体制等
・未然に防ぐテクニッ
ク
・患者確認行動の徹
底
・SNSや医療情報収
集時の注意点
・KYT

　　　　　12月
　　　　　地域連携/倫理
　　　　　　・ACPの基本
　　　　　　・入院と療養生活をつなぐ支援 6月

メンバーシップ（後輩支援と抱合

せ）
・メンバーシップの基本

6月
後輩支援
（メンバーシッ
プと抱合せ）
・後輩支援の
留意点

Ⅱ

6月
急変時対応Ⅱ
・二次救命
・12誘導心電図

10月
がん看護Ⅱ
・症状マネジメント
・看取りの看護

9月
災害看護Ⅱ
・CSCATTT
・災害時の自己
の役割

10月
急変時対応Ⅲ
・ABCDEアプローチ
・急変時の報告、家族ケア

10月
地域連携/倫理
・ACPの基本
・入退院支援における看護師の
役割

6月
リーダーシップ（感染対策Ⅲと抱
合せ）
・リーダーシップ
・勤務帯リーダーの役割

5月
医療安全Ⅱ
・KYT

7月
感染対策Ⅱ
・デバイス関連感染発
生要因・予防策
・サーベイランスの目的

必修研修

6月
がん看護Ⅴ（倫
理Ⅴと抱合せ）
・自部署の倫理的
問題の抽出
・カンファレンス開

催の準備

各部署で随時
・自部署の倫理的
問題のカンファレン
ス開催

6月
倫理Ⅴ（がん看護Ⅴと抱合せ）
・自部署の倫理的問題の抽出
・カンファレンス開催の準備

各部署で随時
・自部署の倫理的問題のカンファレンス開催

5月・6月・9月・10月・12月
看護管理
・問題解決技法
・自部署の看護サービス向上させるための取り組み

【役割を
担う看護師

対象】
新人看護師
教育担当者

研修
①～④

静脈注射
ステップ3a
ステップ3b ア

サ
ー

テ
ィ
ブ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
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（
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補
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体
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要
件

）

　　6月～7月
　　幹部看護師任用候補者選考前研修

7月
急変時対応Ⅳ
・二次救命（挿菅、DC）

6月・7月・9月・12月
倫理Ⅳ（看護管理・経営
と抱合せ）
・身体拘束最少化に向けた自
部署での取り組み

　　6月・7月・9月・12月
　　看護管理（倫理Ⅳ・経営と抱合せ）
　　　・問題解決技法
　　　・身体拘束最少化に向けた自部署での取り組み

研修プログラム



新人看護師への教育的支援体制

病棟全員で支援

教育担当看護師長
教育担当副看護師長

身近な相談者
看護技術修得への支援

一緒に知識習得教育計画の立案・周知
プリセプターへの支援

日々の看護実践場面の
指導者
ロールモデル

新人看護師 全員と
面談をしています。

駆け込み寺として
病棟では言いにくい

ことなども、

相談を受けています。



新人看護師対象研修の様子

急変時対応研修

排尿ケア/褥瘡予防とケア

災害看護
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